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◎「やまなしパワー」（平成２８年度～令和５年度まで）

　山梨県が、企業にとって魅力ある立地拠点となるためには、安価で安定的なエネルギー供給

を確保し、安定した企業活動を支える地域づくりを推進する必要があります。このため、山梨

県では企業局の電力を活用した山梨の活性化について検討を重ね、平成 27 年 10 月 27 日、東

京電力と基本協定を締結し、平成 28 年から県内企業等に安価な電力を供給する電力供給ブラン

ド「やまなしパワー」を創設しました。

　平成 31 年 4 月からは企業局の水力発電所に限定した生グリーン供給をする環境価値メニュー

「ふるさと水力プラン」を追加するなど、内容を拡充させた「やまなしパワー Plus」として継

続しました。

　さらに、令和 4 年度からは、「やまなしパワー NEXT」として事業を継続し、計画供給量上

限に達したため募集を終了するなど大きな成果を上げました。

◎「やまなしパワー」の変遷

◎ 認定交付式（令和 6 年 1 月 29 日　県立図書館）

◯採用企業
〔上段〕     武蔵エナジーソリューションズ株式会社　　JA 熊本果実連　　積水化学株式会社　　NBC メッシュテック　　山梨銘醸株式会社

      　 有限会社内田洋蘭　　トーヨーコーケン株式会社　　株式会社関電工　　ファスフォードテクノロジ株式会社　　 山梨アスコン株式会社
〔下段〕　      　東電タウンプランニング株式会社　　　明友機工株式会社　　　東電用地株式会社　　 株式会社山梨中央銀行

       ヤマト科学株式会社　　東電電設サービス株式会社　　コカコーラボトラーズジャパン株式会社　　エクセルギーパワーシステムズ株式会社

　　富岳通運株式会社　　ヤマゲン企画　（※当日ご都合が合わなかった企業様）
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◎シン・やまなしパワー（令和６年～）

　令和６年度からの新たな電力受給契約では、カーボンニュートラルや環境意識の高まりを受

けて環境価値メニューの設定を求めた公募型プロポーザルを実施し、東京電力エナジーパート

ナーと共同で環境価値メニューに特化した電気料金メニュー「シン・やまなしパワー」を創設

しました。

　「シン・やまなしパワー」では、県営水力発電所で発電した CO2 フリー電気を、昼夜を問わ

ずリアルタイムで供給し、使用した電力を水力 100％とみなす、「ふるさと水力プラン」と県営

水力発電所由来の非化石証書を使用する事により、お客様のニーズに応えた量の環境価値を火

力、水力、FIT 電気、再生可能エネルギー、卸電力取引所から調達した電気等が混在した電気

に付加し、実質 CO2 フリー電気を供給したとみなす事ができる「クリグリ実質再エネプラン」

の 2 つのメニューを創設し多くの企業に採用されています。

◯シン・やまなしパワー採用企業（５０音順）
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(2)　温泉事業　

　温泉事業は、昭和４０年１０月に県企画開発部から移管されて以来、源泉保護と観光振興の

見地から企業局が公営企業として経営しています。昭和４７年１１月からは循環方式に変更す

るとともに、従量制を採用して料金体系を全面的に変更する等、資源保護の立場から安定供給

を続けています。

　令和６年４月１日現在の契約者数は、240 件 ( 旅館 39 件、保養所２件、公衆浴場２件、マン

ション・アパート 13 件、医療関係５件、自家用 179 件 ) で 456 口 ( 旅館 201 口、保養所５口、

公衆浴場 12 口、マンション・アパート 27 口、医療関係 12 口、自家用 199 口 ) の受湯者に給湯

しています。

源泉の概要（現況）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年４月１日現在

施設の概要　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年４月１日現在

送湯管延長　　1,489.0m　　管　径　200mm φ

配湯管延長　　10,540.7m　 　〃　　75mm φ～ 250mm φ

分湯栓箇所数　27 箇所（東側５、西側 22）

加熱装置　　　鋼板製真空温水ヒーター　１台

灯油タンク　　１基　990ℓ
ポンプ電動機　源泉圧送ポンプ　５台

　　　　　　　送湯ポンプ　　　２台

　　　　　　　配湯ポンプ　　　４台

貯湯槽　　　　鉄筋コンクリート造り 容量 170㎥ １槽

　　　　　　　　　〃　　　　　　      〃  340㎥ １槽

受湯槽　　　　　　〃　　　　　　      〃    62㎥ １槽

石和温泉管理事務所
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石和温泉送配湯管概要図
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(3)　地域振興事業

　地域振興事業は、観光の開発等を行うことにより地域の振興に寄与するため、昭和５２年４

月から事業を開始しました。　

　事業開始当初は、山中湖野営場（昭和６１年４月から商工労働観光部へ移管）及び八ヶ岳公

園有料道路の沿線に有料道路沿線休憩施設八ヶ岳レストハウス「編笠」、「天女」の２棟を設置し、

経営に着手しました。

　昭和５８年度には、子どもからお年寄りまで全ての人々が楽しめる総合スポーツ・レクリエー

ション施設「丘の公園」の建設に着手し、昭和６１年７月から営業を開始しました。また平成

２年７月には、第２期工事として増設したゴルフ場９ホールをオープンし、更に、平成８年４

月には、公園内に湧出した温泉を有効活用した温泉利用施設「アクアリゾート清里」を開設す

るとともに、パターゴルフ場及びオートキャンプ場の整備を行い、オープンしました。

　有料道路沿線休憩施設のうち「天女」については、農政部で実施した「まきば公園」の建設

に併せ再整備し、平成６年４月から「まきばレストラン」としてオープンしました。

　また、平成１３年１０月には、八ヶ岳公園有料道路の無料開放を契機として、レストハウス「編

笠」を、当初の事業目的を達成したため廃止し、旧小淵沢町に譲渡しました。

　平成２７年度には、山梨県内で初となる公益社団法人日本グラウンド・ゴルフ協会認定のグ

ラウンド・ゴルフ場を整備しました。

　令和元年度には、あり方検討委員会からの提言を踏まえ、ゴルフ場９ホール（八ヶ岳コース）

を廃止し、無料開放施設として一般開放しました。

　なお、これらの施設については、（財）丘の公園管理公社に管理運営を委託してきましたが、

平成１６年４月からは、まきばレストランを含めて ｢ 丘の公園 ｣ として位置づけるとともに、指

定管理者制度及び利用料金制を導入し、令和５年４月からは株式会社 桔梗屋が管理を代行して

います。

　

○丘の公園の概要

　丘の公園は、ゴルフ、パターゴルフ、グラウンド・ゴルフ、温泉、屋内遊戯施設、キャンプ、

そしてレストランが一体的に整備された、子どもからお年寄りまで全ての方々が家族ぐるみで

楽しめる総合的なスポーツ・レクリエーション施設です。

　八ヶ岳のふもとの豊かな自然の中に総面積 1,248,484 ㎡を有し、毎年概ね 15 万人を超える人々

に利用されています。

（１）ゴルフ事業
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